
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロフィール：１９７８年大阪生まれ/関

西保育福祉専門学校卒/２０１７年～２

年半 JICA（青年海外協力隊）から南アフ

リカに派遣/２０２０年つくばみらい市

へ転居/谷井田在住 

 友介さんと私の共通点は自閉症支援です。繊細で個性的な

自閉症の人々をどのようにしたら安定した生活に導くことがで

おおかねまさ友介・主な活動地域 

東地区 三島地区 谷井田地区 豊地区  

小絹小学校区 谷和原小学校区 富士見ヶ丘 

きるかいつも考

えている人です。 

友介さんは私

よりもずっと誠実

で、誰一人取り

残さない心優し

い人です。 

住民が主人公

の市政を実現さ

せようとするな

ら、彼の姿勢が

ピッタリです。 

私の思いを大兼政友介さんに託します。 

JICA（青年海外協力隊員）として南アフリカ

へ。障害を持つ子どもたちにピアニカを通して

音楽の楽しさを伝える 

「半端ない正義感」、 議会でも大丈夫 ！ 

                 古川陽平 （小張在住） 

   大兼政さんとは短い期間でし

たが、同じ職場でした。市議会に挑

むと聞きビックリですが、経験豊

で、何事にも真剣で正義感が強い

人で、実行力のある人です。オレの母ちゃん（古川よし

枝市議）と一緒に、市民のために頑張ってもらいたい。 

    

                 

 

 議会の福祉分野で活躍できる人 

      小林真由美 （筒戸在住） 

私が障害児の放課後デイサービ

スに勤めていて「自閉症」の子の指

導が難しいので大兼政さんから助言

をもらいました。その時、大人しい物静かな感じの方と

いうのが第一印象でした。口調も穏やかで優しい方で

す。しかし、彼が長年携わってきた障害を持つ人々の話

となると彼らへの支援の大切さや重要性について、熱

い思いと芯のぶれない強さを感じました。議会において

も活躍が期待できる人です。 

        

 

「一度きりの人生・挑戦」 に、あっぱれ！  

                    岡本弘吉 （足高在住） 

 4年前障がい児・者支援アドバイザ

ーとして単身南アフリカへ。今度は行

政の中で弱者の声の代弁者として働

くことを決意。あっぱれである。 

つくばみらい市議  間宮みち子  
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私は障がい者福祉に携わり、社会から孤立してしまった人たちに出会い実感する事は、孤立はいま誰にでも起こりうる時

代という事。政治の使命は、希望を届け、地域に住む老若男女が手を携えて、生活していけるまちづくりを進めることです。 

自公政権の暴政にストップを！ 

「大軍拡ストップ、九条守れ」・「東海第２原発再

稼働ノー」の思いを  

つくばみらい市からも発信しよう 今度は古川市議との２議席実現で「議案提案権」を活用し、市民の願いを届けます 

 

休日のボランティア活動をきっかけに、障がい者

福祉の世界に飛び込む。しかし「日本の障害福祉事

業の実態」を目の当たりにし、日本の価値基準が全

てでないと感じる。 

言葉や食事の苦労はあるものの、南アフリカでの

障がい児・者との関りによって、日本の苦しい思い

出が楽しい体験に上塗りされ自己肯定感アップに。 

障がい者の専門家の間宮みち子さんに出会う。コロ

ナ禍で南アフリカでの活動継続が困難に。「つくばみら

い市へ来ないか」に応える。 

つくばみらい市に求められているのは、自然に囲ま

れた住みよいまちづくり。これこそが現在の私のチャ

レンジ。議会で精いっぱい働きます。 

大兼政（おおかねまさ）は平家の血筋です。平安時代、壇

之浦の合戦に敗れた平時忠は今の石川県珠洲市に流刑。家来

の兼政（かねまさ）は、その後の繁栄を願って「大」をつけ

て分家、「大兼政」となりました。 リコーダー演奏はみんな大好き 

カジュアルデイのイベントで発表 

共産党が実施し

た市民アンケートの

切実な声をもとに

予算要書作成、市

に提出。 

 

右から、おおかねまさ友介・古川市議・市長・間宮

みち子市議 23 年 11 月 15 日つくばみらい市役所 

議案提案権で国への意見書提出を求める発議 

・「マイナンバーカードと医療保険証の一体化で紙の保険証廃止法は撤回」 

・「軍拡財源法・軍需産業支援法の撤回」を国に求める意見書案  

※両意見書とも反対多数で否決 

１.学校給食費無料化と有 
 機農産物の利用促進 
 

５.民間賃貸住宅家賃補
助制度の拡充を 

２.TX 運賃・学生定期割 
引きを JR 並みに 

３.市民温水プールの建設を 
 ４.加齢による難聴者の
補聴器購入費補助を 

 

若者も利用できる制度に拡充。 

JRの倍以上の TX通学定期券。 

引き下げは切実です。 

 


